
 

◆ 日  時 :  令和 4 年１２月３日 （土）１５:００～１６:３０(受付１４:３０) 

◆ 会  場 :  久留米大学旭町キャンパス 筑水会館イベントホール 

        コロナウイルス感染状況により開催方法が変更となる場合もございます。 

◆ 対  象 :  小児科医、看護師、養護教諭、学校教諭、幼稚園教諭、保育士など小児

保健に携わる関係者、保護者及び一般市民 

◆ 参 加 費 :  ５００円 

＜プログラム＞ 

１５：００  開会あいさつ  福岡県北筑後保健福祉環境事務所 保健監 柴田和典 

１５：１０  講  演 

  演 題   「食物アレルギー児童の安心・安全な集団生活  

〜保育所におけるアレルギー対応ガイドライン2019の解説〜」                  

   講 師  飯塚病院 小児科 主任部長 岡松由記 氏 

 

座 長  久留米大学医学部小児科学教室 教授 山下 裕史朗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６：３０  閉会あいさつ  久留米市 子ども未来部 部長 豊福 由紀子 

主  催  福岡県小児保健研究会、福岡県北筑後保健福祉環境事務所、久留米市 

後  援  福岡県医師会・久留米医師会・朝倉医師会・小郡三井医師会・浮羽医師会・大川三潴医師会 

福岡地区小児科医会・筑後小児科医会・久留米小児科医会・福岡県教育委員会 

久留米市教育委員会・西日本新聞社・読売新聞西部本社・朝日新聞社・毎日新聞社 

テレビ西日本 

 

 

 

令和 4 年度（第６8 回）福岡県小児保健研究会・母子保健関係者研修会 

食物アレルギー児童の安心・安全な集団生活  

 【講師プロフィール】 

平成12年に久留米大学小児科学講座に入局した小児科医師 

平成30年から飯塚病院に小児科部長として勤務中 

日本小児科学会の専門医・指導医、日本アレルギー学会の専門医 

好きなもの：道の駅くるめ、ナカツルの「切り落としベーコン」 

【講演内容】 

近年、保育所や幼稚園、学校において、食物アレルギーの子どもたちが増えています。集団生活の場での

取り組みの指針となるよう、厚生労働省や文部科学省が食物アレルギーを含むアレルギー対応ガイドライン

をまとめ、普及に努めていますが、現場の負担はとても大きくなっています。食物アレルギーのお子さんが安

心して園や学校生活を送るために必要な、アレルギーの予防方法や、万が一症状が出たときの対策をわか

りやすく解説します。 

【問合せ】 福岡県小児保健研究会事務局 

（久留米大学小児科内） TEL（直通）0942-31-7565 

【申込み】右記 QR コードから申込フォームを入力 [締切：11/25(金)] 

     もしくは kokosapo@city.kurume.lg.jp へ以下の内容を明記してお送りください。 
≪件名≫福岡県小児保健研究会・母子保健関係者研修会申込  
≪本文≫名前/性別/メールアドレス/所属組織/職種 


